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凡　例

崩積土

盛土

現河床堆積物

dt

Bs

泥質片岩Pe sch

rd

地質境界線

岩級区分境界線

As

大型土のう

モルタル吹付

DL=945.00

NO.1+16.6付近

河床

rd

dt

Bs

dt

1.500% 1.500% 1.500%

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

1:0.5

As

DL=945.00

NO.2+12.0付近

Bs

rd

dt

dt

計画高

1.500% 1.500%

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

Gr-C-2B

計画高

TA 車　道　部層厚名　称規　格 第3種第5級
換算係数

設計速度

交通区分

目標合計厚

3.5010
（再生粒度調整砕石RM-30）

10目標TA

0.35

計N3交通 12.2530

（再生密粒度アスコン）

12%設計CBR
上層路盤

20km/h
表　層

5 1.00 5.00

舗　装　設　計道 路 構 造

等値

舗　装　構　造

（再生密粒度アスコン）

（再生粒度調整砕石RM-30）

（再生クラッシャランRC-40）

下層路盤
15 0.25 3.75

（再生クラッシャランRC-40）

標準断面図 S=1:100

表　　層 t= 5cm

上層路盤 t=10cm

下層路盤 t=15cm

車道舗装

表　　層 t= 5cm

上層路盤 t=10cm

下層路盤 t=15cm

車道舗装

表　層 t= 5cm

路　盤 t=10cm

路肩舗装

(D19@5.0m)

軽量壁面材

(t=12mm)

4.
0m

20° 4
.0
m

0°

削孔径：φ115
芯　材：ルーパイル芯材 29用
単位幅：@0.80m

EPルートパイル工

(鉄筋挿入工)

(t=10cm)

(不織布系t=10mm)

(γ=6kN/m3以下)

EPS

【凡　例】

　　　　EPSブロック　D-20

        EPSブロック　Dx-24H

　　　　EPSブロック　Dx-29

       

        ロックアンカー(SD345 D19)　　

　　　　地下横断排水φ100mm（@4.0m以下）　

打設段数　　　：1段（ΣN=8本）
打設間隔　　　：ctc.2.5m
設計アンカー力：Td=118.3kN/本
使用アンカー材：ｽｰﾊﾟｰﾌﾛﾃｯｸｱﾝｶｰ(SFL-1)同等品
打設角　　　　：θ=15.0ﾟ
削孔径　　　　：φ=90mm
定着長　　　　：L=3.5m（τ=0.6N/mm2）
受圧板　　　　：鋼製受圧板（KIT19S-230-C同等品）
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上層路盤 再生粒度調整砕石

車道表層 再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準
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床掘り
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再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準
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コンクリート取壊し
鉄筋構造物

アスファルト版取壊し t=5cm

無筋構造物

下層路盤 再生クラッシャーラン

上層路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準

床掘り

路床盛土 2.5m≦W＜4m

右側数量規格区分 左側数量

土砂 小規模

軟岩 小規模

NO.1+16.6

1.2
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-

路肩路盤

路肩表層

再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

車道表層
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2.95

-

-

軟岩 W＜5m

土砂 W＜5m
片切掘削

-

基面整正
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-
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30.10

-

3.95

0.8

-

0.5

0.0

-

-

コンクリート取壊し
鉄筋構造物

アスファルト版取壊し t=5cm

無筋構造物

下層路盤 再生クラッシャーラン

上層路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準

床掘り

路床盛土 2.5m≦W＜4m

右側数量規格区分 左側数量

土砂 小規模

軟岩 小規模

NO.1+10.9

3.3

--

-

路肩路盤

路肩表層

再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

車道表層

4.85

4.75-

-

軟岩 W＜5m

土砂 W＜5m
片切掘削

基面整正
軟岩

土砂

不陸整正 5.12

-

--

0.6

7975
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1500 1500

500 3000 500

4000

1500 1500
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°



As

As

モルタル吹付

大型土のう

モルタル吹付

凡　例

Bs

dt

国道439号

rd

Pe sch

D～CL級

Pe sch

CL～CM級

Bs

国道439号

rd

dt

dt

河床

河床

崩積土

盛土

現河床堆積物

dt

Bs

泥質片岩Pe sch

rd

地質境界線

岩級区分境界線

dt

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

CL～CM級

DL=945.00

NO.2+4.1

GH=956.35

FH=956.335

956.335

1.500% 1.500% 1.500%

1
50

▽952.700

▽956.263

1:1.3

20°

0°

4.
0m

4
.0
m

1:0.5

12

▽955.600

DL=945.00

NO.2

GH=956.30

FH=956.275

956.275

1.500% 1.500% 1.500%

1:1.5

20°

0°

4.
0m

4.
0m

1:0.5

12

3
33

1
50

▽952.700

▽956.203

▽955.350

(t=10cm)

(t=10cm)
モルタル吹付

モルタル吹付

S=1:100 図面番号

横　断　図 （３）図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名

6 / 16

NO.2 ～ NO.2+4.1

事業者名

三好市東祖谷菅生

一般国道４３９号

横断図（3） S=1:100

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

1.0

1.2

3.75

3.85

4.1

-

-

0.40.1

0.090.01

-

3.95

-

0.2

-

-

コンクリート取壊し
鉄筋構造物

アスファルト版取壊し t=5cm

無筋構造物

下層路盤 再生クラッシャーラン

上層路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準

床掘り

路床盛土 2.5m≦W＜4m

右側数量規格区分 左側数量

土砂 小規模

軟岩 小規模

NO.2+4.1

0.7

--

-

路肩表層

路肩路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

車道表層

3.05

2.53

-

-

軟岩 W＜5m

土砂 W＜5m
片切掘削

-

基面整正
軟岩

土砂

不陸整正 3.91

-

--

0.6

1.0

1.7

3.75

3.85

3.8

-

-

0.30.1

0.120.01

-

3.95

-

0.2

-

-

コンクリート取壊し
鉄筋構造物

アスファルト版取壊し t=5cm

無筋構造物

下層路盤 再生クラッシャーラン

上層路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準

床掘り

路床盛土 2.5m≦W＜4m

右側数量規格区分 左側数量

土砂 小規模

軟岩 小規模

NO.2

0.8

--

-

路肩表層

路肩路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

車道表層

3.05

2.95

-

-

軟岩 W＜5m

土砂 W＜5m
片切掘削

-

基面整正
軟岩

土砂

不陸整正 3.77

-

--

0.6

6411

1500 1500

500 3000 500
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5200

2800 400
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As

DL=945.00

NO.2+12.0

GH=956.44

FH=956.453

As

DL=945.00

NO.3

GH=956.55

FH=956.573

Bs

rd

dt

dt

凡　例

崩積土

盛土

現河床堆積物

dt

Bs

泥質片岩Pe sch

rd

地質境界線

岩級区分境界線

Bs

rd

dt

dt

956.453

1.500% 1.500%

956.573

1.500% 1.500%

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

Pe sch

D～CL級

S=1:100 図面番号

横　断　図 （４）図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名

NO.2+12.0 ～ NO.3

事業者名

三好市東祖谷菅生

1.0

-

4.10

4.10

4.6

-

-

-0.1

-0.01

-

4.10

-

0.2

-

-

コンクリート取壊し
鉄筋構造物

アスファルト版取壊し t=5cm

無筋構造物

下層路盤 再生クラッシャーラン

上層路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準

床掘り

路床盛土 2.5m≦W＜4m

右側数量規格区分 左側数量

土砂 小規模

軟岩 小規模

NO.2+12.0

-

--

-

0.9

-

4.15

4.7

-

-

-0.1

-0.01

--

0.1

-

-

コンクリート取壊し
鉄筋構造物

アスファルト版取壊し t=5cm

無筋構造物

下層路盤 再生クラッシャーラン

上層路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準

床掘り

路床盛土 2.5m≦W＜4m

右側数量規格区分 左側数量

土砂 小規模

軟岩 小規模

NO.3

-

--

-

再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン路肩表層

路肩路盤

再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン路肩表層

路肩路盤

車道表層

車道表層

--

--

4.15

4.15

-

-

-

-

軟岩 W＜5m

土砂 W＜5m
片切掘削

-

軟岩 W＜5m

土砂 W＜5m
片切掘削

-

基面整正
軟岩

土砂

基面整正
軟岩

土砂

不陸整正

不陸整正 4.10

4.15

-

--

0.6

-

--

0.6

横断図（4） S=1:100
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一般国道４３９号

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

6838

7442

1500 1500

500 3000 500

4000

1500 1500

500 3000 500

4000



As

DL=945.00

EP(NO.3+2.5)

GH=956.61

FH=956.61

電
柱

Bs

rd

dt

dt

凡　例

崩積土

盛土

現河床堆積物

dt

Bs

泥質片岩Pe sch

rd

地質境界線

岩級区分境界線

956.610

1.500% 1.500%

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

S=1:100 図面番号

横　断　図 （５）図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名

EP(NO.3+2.5)

事業者名

三好市東祖谷菅生

1.0

-

4.31

4.8

-

-

-0.0

-0.01

--

0.1

-

-

コンクリート取壊し
鉄筋構造物

アスファルト版取壊し t=5cm

無筋構造物

下層路盤 再生クラッシャーラン

上層路盤 再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン

埋戻し 最大埋戻し幅 W1＜1m

軟岩 標準

土砂 標準

床掘り

路床盛土 2.5m≦W＜4m

右側数量規格区分 左側数量

土砂 小規模

軟岩 小規模

EP(NO.3+2.5)

-

--

-

再生粒度調整砕石

再生密粒度アスコン路肩表層

路肩路盤

車道表層

4.31

4.31

-

-

-

-

軟岩 W＜5m

土砂 W＜5m
片切掘削

-

基面整正
軟岩

土砂

不陸整正 4.31

-

--

0.6

横断図（5） S=1:100
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一般国道４３９号

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

7678

1500 1500

500 3000 500

4000163



As

モルタル吹付

Bs

泥質片岩露頭(CL級岩)

dt

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

国道439号

1:0.5

1:1.8

横 断 面 図

DL=950.00

dt

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

1:0.5

▽951.700

K4

K3

KE1-1

KE1-2

NO.1+6.100

NO.1+10.900

NO.1+16.600

IP
1

FH=956.185 ▽956.155 ▽956.086▽956.155

1.500%1.500%1.500%

▽955.17
▽953.57

Ａ

NO.1+8.98

FH=956.185

集水桝(B800-L800-H1100)

集水桝(B800-L800-H1100)

2
号

現
場

打
街

渠
 
L=

1
4
.4

m
L
型
側
溝
 
L
=3
1.
9
m

1
号
現
場
打

街
渠
 
L=
5.
5
m

雨水流入加工部

構　造　図

(NO.1+8.98)

平 面 図

S=1:100

S=1:100

横断排水管詳細図

※現況地形はNO.1+10.9横断図地形を使用

20.0%

工 事 名

路 線名 等

工 事箇 所

図 面 名

縮 　 尺

会 社 名

事 業者 名

一般国道４３９号

（1種 T-25 φ600）

　1：3

 RC-40

σck=18N/mm2

重圧管(φ600)
S=1:20

1号現場打街渠
S=1:20

17.5%
σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

2号現場打街渠
S=1:20

17.5%
σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

5.0%
10.0% 車道

B300

RC-30 1:3

L型側溝
S=1:20

(既
設
擁
壁
1：

0.4)

集水桝
S=1:30(B800-L800-H1100)

σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

T-25 B800×L800
足掛金具

Ａ部詳細図
S=1:10

1:0.3

(開
口
部
W
=0
.4
)

▽956.08

▽955.98

1号現場打街渠

集水桝(Ｂ800-Ｌ800-Ｈ1100)
σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

17.5%

モルタル処理(W=0.4)

17.
5%

17.5
%

25.0%

25.0%

モルタル処理(W=0.4)

集
水

桝
(Ｂ

80
0-
Ｌ
8
00
-Ｈ

11
00
)

T-25 B800×L800

断面図

平面図

図示 図面番号

構　造　図 
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三好市東祖谷菅生

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面
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40
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20
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φ
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鉄筋コンクリート台付管

敷モルタル

基礎砕石

基礎コンクリート
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17
0

2
00

1
0
0

10
0

1
00

150 400

コンクリート

基礎コンクリート
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50 550
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70

1
0
0

10
0

400

コンクリート
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320
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1
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09
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基礎砕石 敷モルタル
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S=1:100 図面番号

軽量盛土工 一般図図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名

10 / 16

事業者名

三好市東祖谷菅生

軽量盛土工 一般図 S=1:100

(壁面材一体型EPS工法)

NO.
1+
6.
10

NO.
1+
10
.90

NO.
1+
16
.60

NO.
2

KA1
-2

NO.
2+
4.
10

(N
O.
2+2

.1
33
)

DL=945.00

▽956.099 ▽956.164

Pe sch

D～CL級

dt

▽956.335

Bs

NO.1+6.1
GH=956.19

FH=956.179

1.500%

Bs

▽956.179

Pe sch

D～CL級

dt

1.500% 1.500% 1.500% 1.500%1.500%

NO
.1+

11.
3

(折
点) NO

.1+
16.

33

(折
点)

▽956.094 ▽956.161

NO.2+4.1
GH=956.35

FH=956.335

防護柵基礎 延長

軽量盛土工 天端延長

測点間距離(EPS壁面)

軽量盛土工 基礎延長

プレキャスト防護柵基礎

▽953.574(吐口管底)

Pe sch

D～CL級

dt

上部コンクリート床版

▽951.700

▽952.700

▽952.200

▽955.350

正 面 展 開 図 標 準 横 断 図

平　面　図

【注意事項】

※EPSブロックは，EDO-EPS規格同等品以上を使用すること。

※EPS背面は，安定勾配で切土を行うかグラウンドアンカー等を併用し，EPSに土圧を

　作用させないこと。

※コンクリート床版は，20m以下毎で目地(t=20mm)を設けること。

※コンクリート床版は，段差部に目地を設けないこと。

※NO.1+10付近の横断管渠直下(20°分散の範囲)のEPSは，長期的なクリープ変形に

　留意したEPS規格(Dx-29)を使用すること。

※EPS背面の法面にがたつきがある場合は，軽量砕石で調整し，がたつきをなくすこと。

※EPS背面の法面との間にがたつきがある場合は，軽量砕石で調整すること。

　軽量砕石はt=100mm厚を目安とし，のり面形状による100mm程度の誤差は許容とする。

※地下排水管周辺(斜線部)は軽量砕石で間詰めすること。

舗装構成

コンクリートの

単位体積重量

路床単位体積重量

（無筋）

20.0kN/m
3

0.24kN/m
3

表層・基層単位体積重量

0.20kN/m
3

設計水平震度

活荷重（T-25荷重） 10.0kN/m
2

22.5kN/m
3

（鉄筋）

単位体積重量(γ)

上下層路盤単位体積重量

許容圧縮応力度(σ)

D-20

24.5kN/m
3

23.0kN/m
3

20.0kN/m
3

50.0kN/m
2

EPSｸﾞﾚｰﾄﾞ

設　計　条　件

レベル1地震動Ⅱ種地盤A地域　kh=0.10

Dx-24H 単位体積重量(γ)

100.0kN/m
2

許容圧縮応力度(σ)

Dx-29 単位体積重量(γ)

140.0kN/m
2

許容圧縮応力度(σ)

0.29kN/m
3

プレキャスト防護柵基礎

調整コンクリート

(t=150mm)

軽量壁面材

(t=12mm)

DL=945.00

重圧管φ600

EPルートパイル工

キャッピングビーム工

EPルートパイル工

キャッピングビーム工

【注　記】

※軽量盛土工の正面展開図の測点間延長は，EPS壁前面の延長を示す。

※起終点のEPS小口壁面部と現況構造物との取合部は，現地の状況を確認のうえ，モルタル補修等で擦り付けを行うこと。

【凡　例】

　　　　EPSブロック　D-20

        EPSブロック　Dx-24H

　　　　EPSブロック　Dx-29

       

        ロックアンカー(SD345 D19)　　

　　　　地下横断排水φ100mm（@4.0m以下）　

947.05

950.59

944.92

954.25

951.00

946.90

950.20 950.60

947.94

956.44
956.26

956.19

959.21

959.89

960.25

947.381

K4

K3 K5

E.ﾐﾉｺｼ22

ﾓﾙﾀﾙ吹付

As

956.13

956.19

956.10

959.97

953.31

956.16

956.25

956.20

956.29

956.10

956.21

956.13

956.17

959.30

956.29

956.37

956.27 956.45

956.53

953.18

954.10 954.10

953.87

954.44

(岩)

E.ﾐﾉｺｼ22X1

電柱新設

E.ﾐﾉｺｼ22

電柱移設

953.21
953.20

951.22
951.26

土のう

Co

945.0

960.0

950.0

953.26
953.24

953.08

951.00

951.16

952.07

950.11

948.55

949.85

950.27

KE1
-1

KE1
-2

N
O.

1
+
6
.
1
00

N
O.

1+1
0
.90

0

N
O
.
1+
1
6
.
6
0
0

NO
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K
A
1
-
2

N
O
.
2
+4
.
1
0
0

N
O
.
2
+
12
.
0
0
0

N
O
.
3

E
P

IP1

BV-2

BV-4

BV-3

BV-1

世界測地系第IV系

透水シート

(不織布系t=10mm)

背面抑止工

(グラウンドアンカー工)

上部コンクリート床版

(t=150mm)

ロックアンカー

(鉄筋挿入工)

(D19@5.0m)

キャッピングビーム工
軽量盛土工

(SFL-1 @2.5m)

▽955.600

重力式防護柵基礎 L=7.8m
プレキャスト防護柵基礎 L=1

1.5m
重力式防護柵基礎 L=7.0m

▽956.080
▽956.263

2
40 10
8

As

モルタル吹付

Bs

泥質片岩露頭(CL級岩)

dt

dt

Pe sch

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

CL～CM級

Pe sch

D～CL級

国道439号

DL=945.00

NO.1+10.9

GH=956.21

FH=956.193

956.193

1.500% 1.500% 1.500%

22
4

1
50

▽951.700

▽956.094

既設擁壁取り壊し

20°

0°

4.
0m

4
.0
m

1:0.5

12

▽955.350

(t=10cm)
モルタル吹付

キャッピングビーム工

EPルートパイル工

 削孔径：φ115

 芯　材：ルーパイル芯材 29用

 単位幅：@0.80m

軽量砕石

(γ=6kN/m3以下)

ロックアンカー

(鉄筋挿入工)

(D19@5.0m)

上部コンクリート床版

(t=150mm)

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

一般国道４３９号

5086 414 5500 275 3442 2140 1967

15001500

5003000500

40002400800

1500 1500
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背面抑止工(グラウンドアンカー工) N=8本

3500

70
5

重力式防護柵基礎 L=7800 プレキャスト防護柵基礎 L=11500 重力式防護柵基礎 L=7000

7
89 6
63

7
30

7
40 60

85
00

5
00

800
800

7975

1500 1500

500 3000 500

4000 4600

7000

400

488

43
94

36
50

2
00
0

5
0
0

2
0

3
5
00

50
0

1
50
0923

1
00
0

7
00

4000
15° 3

.
0
0
0

15
°



S=1:100 図面番号

軽量盛土工 正面展開図図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名
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事業者名

三好市東祖谷菅生

軽量盛土工 正面展開図 S=1:100

(壁面材一体型EPS工法)

NO
.1
+6.

10

NO
.1
+10

.90

NO
.1
+16

.60

NO
.2

KA
1-
2

NO
.2
+4.

10

(N
O.
2+2

.13
3)

DL=945.00

▽956.080

▽956.099 ▽956.164

▽956.203 ▽956.263

Pe sch

D～CL級

dt

▽956.335

Bs

NO.1+6.1
GH=956.19

FH=956.179

1.500%

Bs

▽956.179

Pe sch

D～CL級

dt

1.500% 1.500% 1.500% 1.500%1.500%

NO
.1+

11.
3

(折
点) NO

.1+
16.

33

(折
点)

▽956.094 ▽956.161

NO.2+4.1
GH=956.35

FH=956.335

上部コンクリート床版 延長

防護柵基礎 延長

軽量盛土工 天端延長

測点間距離(EPS壁面)

軽量盛土工 基礎延長

補助抵抗装置 延長

アンカー(2)

L=4.0m

アンカー(3)

L=6.0m

アンカー(4)

L=6.0m

Pe sch

D～CL級

dt

▽951.700

▽952.700

▽952.200

▽955.350
▽955.600

▽953.574(吐口管底)

重圧管φ600

プレキャスト防護柵基礎

上部コンクリート床版

(t=150mm)

 A=3.28㎡

調整コンクリート

A=74.25㎡

壁面材

EPルートパイル工

キャッピングビーム工

EPルートパイル工

キャッピングビーム工

【凡　例】

　　　　EPSブロック　D-20

        EPSブロック　Dx-24H

　　　　EPSブロック　Dx-29

       

        ロックアンカー(SD345 D19)　　

　　　　地下横断排水φ100mm（@4.0m以下）　

アンカー(1)

L=4.0m

EPS Dx-29
平均延長(数量算出用)

(CAD計測)

2
40 10
8

 A=3.28㎡

調整コンクリート

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

一般国道４３９号

5086 414 5500 275 3442 2140 1967
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5
0
0

壁面一体型EPSブロック
ＥＰＳブロック

目地材

壁面一体型EPSブロック

鉄筋金網（D13-150×150）

ＥＰＳブロック

φ9、L=900

壁面一体型EPSブロック

L型ﾋﾟﾝ

コンクリート床版

（σck=24N/mm ）

ＥＰＳブロック

2

目地材

軽量壁面材

目地材

壁面一体型EPSブロック

目地材（樹脂系11倍）
（t=10mm）

5
00

ＥＰＳブロック

目地材

目地材

目地材

ズレ防止板

S=1:10天端、基礎詳細図

キャッピングビーム工

1:n

透水シート

軽量砕石

φ9、L=300Ｉ型ﾋﾟﾝ
（t=10mm）

（γ≦6.0kN/m3）

緊結金具

片爪

緊結金具

両爪

緊結金具

両爪

緊結金具

両爪

目地材

緊結金具

両爪

φ9、L=900L型ﾋﾟﾝＥＰＳブロック

壁面一体型EPSブロック
緊結金具

両爪

緊結金具

両爪

壁面一体型EPSブロック

背面プレート

ガイドピンφ9、L=450

プレキャスト防護柵

地覆工

（σck=18N/mm2）

調整コンクリート

20

250×250(t=10mm)

吸出し防止材
排水管φ50

敷きモルタル（1：3、t=20mm）

S=1:10地下横断排水管詳細図

壁面一体型EPSブロックEPSブロック

モルタル充填（1:3）

排水管φ100　@4.0m（標準）

側 面 図 正 面 図

地下排水管　有孔管φ100

（暗きょ排水管 波状菅 有孔）

（暗きょ排水管 波状菅 無孔）
排水管φ100　@4.0m（標準）

（暗きょ排水管 波状菅 無孔）

（t=10mm）

透水(土木)シート(不織布)

間詰めブロック

壁面一体型EPSブロック

モルタル充填（1:3）

軽量砕石(6kN/m3以下)

(t=100mm)

壁面一体型

無機系樹脂繊維補強板

目地材

EPSブロック

背面プレート

ズレ防止板

繊維補強軽量セメント板取り付け詳細図

(※注意事項参照)

図　示 図面番号

軽量盛土工 詳細図(その1)図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名
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事業者名

三好市東祖谷菅生

軽量盛土工 詳細図(その1)

(壁面材一体型EPS工法)

【注意事項】

※EPSブロックは，EDO-EPS規格同等品以上を使用すること。

※EPS背面は，安定勾配で切土を行うかグラウンドアンカー等を併用し、EPSに土圧を作用させないこと。

※コンクリート床版は，20m以下毎で目地(t=20mm)を設けること。

※コンクリート床版は，段差部に目地を設けないこと。

※EPS背面の法面にがたつきがある場合は，軽量砕石で調整し，がたつきをなくすこと。

※EPS背面の法面との間にがたつきがある場合は，軽量砕石で調整すること。

　軽量砕石はt=100mm厚を目安とし，のり面形状による100mm程度の誤差は許容とする。

※地下排水管周辺(斜線部)は軽量砕石で間詰めすること。

裏込砕石

(4号砕石)

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

一般国道４３９号
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図　示 図面番号

軽量盛土工　詳細図(その2)図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名
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事業者名

三好市東祖谷菅生

軽量盛土工 詳細図(その2)

(壁面材一体型EPS工法)

S=1:100ＥＰＳブロック標準設置図
（緊結金具標準設置図）

ＳＴ-2ＳＴ-1

軽量壁面材（t=12）

(
10
00
)

軽量壁面材（t=12） 緊結金具

Ｌ型ピン、Ｉ型ピン

壁面一体型EPSブロック

一般ブロック【注意事項】

※ＥＰＳブロックはＥＤＯ-ＥＰＳ規格同等品以上を使用すること。

※ＳＴ-１とＳＴ-２を１段毎に交互に積み重ねることにより，ブロック交互の目地をずらすようにする。

S=1：5

両爪型片爪型

緊結金具

2m×1m×0.5m

ブロックサイズ

3EPSブロック １m  当り

条　　件

降伏点 引張強さ
2N/mm 2

４００以上

N/mm

設置数

個　数

2

AZ150
ＳＧＬＣ

（３点平均付着量150g/m  ）

記　号 亜鉛の最小付着量

品質と形状

構造用

種　類

２９５以上

150.0 150.0

15
0.
0

15
0.
0

2
6.
0

2
6
.0

コンクリート床版工

鉄筋金網（D13-150×150）

コンクリ－ト（σck=24N/mm2）

S=1:10

段差部

※伸縮目地は20mに1箇所を標準とする

鉄筋金網（D13-150×150）

コンクリ－ト（σck=24N/mm2）

※施工状況に応じて現場で鉄筋を組んでも良い 

２ヶ

※積算上はロス込みで２．３ヶとなる。

S=1:50 S=1:10Ｌ型ピン壁面一体型ＥＰＳブロック定形品姿図

φ9

L=900

（溶融亜鉛メッキ HDZ55(550g/m2)）

L=300

φ9

Ｉ型ピン S=1:10

L=450

φ9

ガイドピン S=1:10

（SWM-B仕上げ）

12

EDO-EPSブロック

EDO-EPSブロック

軽量壁面材（t=12）

12

軽量壁面材（t=12）

ガイドピンφ9　L=450mm

ガイドピンφ9　L=450mm

（溶融亜鉛メッキ HDZ55(550g/m2)）

S=図示壁面目地工詳細図S=1:25壁面目地工設置図

横目地縦目地

断面図 S=1:1

正面図 S=1:10

横目地縦目地

長さ1000㎜

横目地材(AES樹脂)

長さ500㎜

縦目地材(AES樹脂)

横目地材(ダブル仕様)

横目地材(シングル仕様)

縦目地材

コンクリート床版工(t=150mm)

軽量壁面材（t=12mm）

EDO-EPSブロック

軽量壁面材（t=12）

12

ガイドピンφ9　L=450mm

(
10
00
)

一般部

プレキャスト防護柵基礎 S=1:20

2
0

プレキャスト防護柵基礎工

(H=480mm,B=1.0m)

250×250(t=10mm)

吸出し防止材

(VPφ50)(@4.0以下)

天端排水管

裏込砕石

(4号砕石)

コンクリート床版

調整コンクリート

（σck=18N/mm2）

モルタル1：3

連結金具

間詰コンクリート

（σck=24N/mm2）

（σck=24N/mm2）

重力式防護柵基礎 S=1:20

重力式防護柵基礎工

コンクリート床版

（σck=24N/mm2）

（σck=18N/mm2）

1:0.5

i=1:1.5

アスファルト舗装

t=50mm切欠き

250×250(t=10mm)

吸出し防止材

(VPφ50)(@4.0以下)

天端排水管

裏込砕石

(4号砕石)

i=1:1.5

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

一般国道４３９号
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=300

8－D16 × 2 0901 2 6－D16 ×  2 200

8－D13 ×  8604

B

A

A
D16

上部コンクリート床板

2  D16

B

5

=300

4－D13 ×  750

8－D13 ×  350

コンクリート設計基準強度σｋ=24(Ｎ/mm2)

※アンカー固定部

3 2－D16 ×  3 660

R=88

75

R=48

R=88

41

41

R=88

75

R=48

R=88

41

41

本数

2

5

4

D16

D13

D13

2 200

  350

  860

1

符号

D16 2 090

3.432

0.856

0.348

6

8

8

合計

20.6

6.8

 2.8

3.2608 26.1

（１ヶ所当り）

摘　要

鉄筋表

1本当り重量（kg） 重量（kg）径（mm） 長さ（mm）

58.1kg

12.6kg

70.7kg

D13

D16

D13   750 4 0.746  3.0

3 D16 23 660 5.710

SD345

SD345

=300 =300

12
0

Ｅ　Ｐ　Ｓ

1

D134

D135

8-D161

6-D162

2-D163

8-D134

R=48R=48

R=48
11.4

ロックアンカー定着部材詳細図

図　示 図面番号

軽量盛土工 詳細図(その3)図面名

縮尺

路線名等

工事名

工事箇所

会社名
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事業者名

三好市東祖谷菅生

軽量盛土工 詳細図(その3)

(壁面材一体型EPS工法)

S=1:20ロックアンカー 定着ブロック配筋図 ロックアンカー 概要図

Ａ－Ａ Ｂ－Ｂ

S=1:20

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面
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S=1:5

定着部材

防錆材

８．ベルキャップ

２．メッキコマナット

７．メッキベルワッシャー

６．メッキ付角座金

５．ベルシース

メッキボルト １．先端キャップ

４．チョウチンスペーサー

３．メッキカップラー グラウト

M76
SUS M8

Oリング

OリングM76
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軽量盛土工 詳細図(その4)図面名
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事業者名

三好市東祖谷菅生

軽量盛土工 詳細図(その4)

(壁面材一体型EPS工法)

ロックアンカー工構造図

１．先端キャップ ５．ベルシ－ス

６．メッキ付角座金

４．チョーチンスペーサー

メッキボルト（Ｄ１９）標準施工図

メッキボルト（Ｄ１９）部品図

２．メッキコマナット（Ｄ１９用） ３．メッキカップラ－（Ｄ１９用）

７．メッキベルワッシャー ８．ベルキャップ

一般国道４３９号

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面
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モルタル吹付

Bs

dt
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CL～CM級
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D～CL級
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事業者名

三好市東祖谷菅生

軽量盛土工 詳細図(その5)

(壁面材一体型EPS工法)

NO.1+10付近 横断管渠部(重圧管φ600) 詳細図【参考図】

NO
.1+

6.1
0

NO
.1+

10
.9
0

▽956.099

NO
.1
+11

.3

(折
点
) NO

.1
+16

.33

(折
点
)

▽956.094 ▽956.161

軽量盛土工 天端延長

測点間距離(EPS壁面)

▽953.574(吐口管底)

Pe sch

D～CL級

dt

上部コンクリート床版

▽951.700

▽952.200

▽955.350

正 面 展 開 図

(t=150mm)

DL=945.00

重圧管φ600

NO.1+10付近

標 準 横 断 図

5
00

5
00

コルゲートパイプ

φ800(半セクション)

コルゲートパイプ

φ800(半セクション)

溝形鋼

C-125×65×6×8

溝形鋼

C-125×65×6×8

【凡　例】

　　　　EPSブロック　D-20

        EPSブロック　Dx-24H

　　　　EPSブロック　Dx-29

　　　　現場打ちコンクリート

【特記事項】

※重圧管Φ600が貫通するEPS部は，コンクリートで巻立てること。

　コンクリート巻立てを行う幅は1.0m(EPS最小幅)，高さは1.5m以下(EPS3段)以下とすること。

※重圧管φ600直下(20°分散の範囲)のEPSは，長期的なクリープ変形に留意したEPS規格(Dx-29)を使用すること。

※重圧管φ600の吐口部は，コルゲートパイプΦ800(半セクション)を取付け，飛散防止とすること。

※当図面は，参考図とする。施工の際は，現地の状況を確認のうえ当図面を参考に，適切に計画を見直すこと。

S=1:100 S=1:100

縦排水材詳細図 S=1:10

(平 面 図)

(σck=18N/mm2)

現場打ちコンクリート

D13×1000

コルゲートパイプ

φ800(半セクション)

コルゲートパイプ組立用

ボルト･ナット

溝形鋼

C-125×65×6×8

(M10×30)

コルゲートパイプ詳細図 S=1:10

(側 面 図) (平 面 図)

※ボルト孔１つおき（@136mm）にボルトを使用する。

コルゲートパイプ

φ800(半セクション)

E P S

E P S

重圧管φ600

30

溝形鋼詳細図 S=1:25

壁面側(左側) コルゲートパイプ側(左側)

溝形鋼

C-125×65×6×8

L=3.5m

(L=2.0m)

(N=2)
12×15長孔

現場打ちコンクリート

コンクリート床版

EPS

キャッピングビーム

※溝型鋼は，キャッピングビームのコンクリート打設時，キャッピングビーム上面から

　50cmの根入れをとるように立ち上げておくこと。

※右側は，左右逆で作成すること。

キャッピングビーム工

EPルートパイル工

φ12

溝形鋼

C-125×65×6×8

L=3.5m

30

コルゲートパイプ

φ800(半セクション)

 L=3.5m

(N=2)

現場打ちコンクリート

キャッピングビーム工

3800 横断管渠(重圧管φ600)

項　　　　目 数 量単位

m2 5.10軽量盛土工 EPSブロック Dx-29

NO.1+10付近

(σck=18N/mm2)

2.669㎡

徳島県三好県土整備事務所

Ｒ８三土　 国道４３９号
三・東祖谷菅生　道路改良工事（企育）

実施設計図面

一般国道４３９号
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横断管渠 EPS貫通延長


